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　３）日本要因
　ロシアと日本との間には北方領土をめぐる紛争があり、また日本がアメリカの同盟国で
あるため、ロシアは日本が朝鮮半島問題で多くの利益を求めることを望んでいない。もし、
北朝鮮の核問題が日本の新たな軍事力整備をもたらしうると見なした時は、ロシアは北朝
鮮に圧力をかけて、日本にこのような口実を与えないようにするだろう。一方、ロシアは
朝鮮半島問題によって日本に圧力をかけ、北方四島をめぐる紛争を解決するための取引材
料を増やすのである。
（３）さらなる北朝鮮の重視
　今後、比較的長期的には、ロシアは朝鮮半島問題において基本的には変わらずに「南北
均衡」の原則を保持すると考えられる。しかし、短期的には、ロシアは北朝鮮への影響力
の拡大を図るのではないかと考えられる。というのは、まず、北朝鮮・韓国双方の関係か
らみれば、朝鮮半島問題を解決する主導権は基本的に北朝鮮側にあるからである。そこで、
北朝鮮との関係をうまく調整できるなら、朝鮮半島問題に介入するための取引材料を増や
すことができるというわけである。次に、北朝鮮は国際社会の注目の焦点となっており、
北朝鮮との密接な関係を保つことができれば、国際関係において、特に対米関係における
発言権やプレゼンスを増すことができるのである。さらに、北朝鮮との関係を強めるのは、
朝鮮半島との経済協力を発展させる鍵である。そこで、ロシアができる限り北朝鮮の要求
を、特に経済と軍事面での要求を満足させ、あわせてロシアがある程度北朝鮮の国際関係
と地域関係における仲介人ないし代弁者を務めることになるのではないかと考えられる。
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